                                   蓼科山 （2回目穂高代替山行）                          

（日程）

  ００年 ６月２３日（金）業後 ～ ２５日（日）

（テーマ）                            

   昨年に続きまたも、穂高は遠かった。 前日まで梅雨の中休みが続いたものの、当日から降り始めた雨が、釜トンネル

   － 上高地線の通行規制にかかる雨量となったためである。予約しておいた沢渡の親切なペンションオーナーからの

   連絡で情報がつかめた。数万円の収入を逃しても、客に無駄をさせたくないという心意気に感謝する。もちろん、こ

   の通行規制は、雨が止めば解除になるわけだが、天気図と睨めっことなる。低気圧であれば、さーと通り過ぎるわけ

   だが、前線で風が弱いため居座る形となることが予想され、上高地に入山しても、帰りにまた規制にひっかかる可能 

   性もあり、職業人グループとしては無理はやめたいところ。よってぼくの机の傍らにいた稲とマサ子さんと中止を決

   定。ただ、この中止の決定も時間の判断が難しく、サユリさんと一男さんは、上野原でピックアップする手はずにし

   ていたので、全員青山地下で検討して判断を下すことは出来ず、焦った。 取り敢えず、上野原には行かない様に、両

   人には連絡し、幸い一男さんは、自宅におり、サユリさんは、会社を出ていなかった。

   地下に集合した連中に中止の通知をし、せっかくだから夕食でも一緒に食べよう。と提案したところ、みんなの表情

   は今ひとつ。  「山に行きたい、山が呼んでいる、リュックが泣いている」との声が聞こえ、稲が、「蓼科に、おやじ

   の山小屋がある、そこに行こうか」   「よっしゃ、北ヤツだ。そこならいくらでもコースは有る」  全員一致！！！ 

   表情はいっきに明るくなる。  まるでガスったなかから、山頂がぱーと開けた感じだ。   でも、ひとつ問題があり、

   鍵が本郷の家にあり、母さんに見つけるよう頼むも見つからない。  その間、ぼくはサユリさん一男さん両人に連絡

   し、コース変更にて決行を通知、ただ鍵次第ということを連絡する。サユリさんは、家に戻る途中で、とにかく自宅

   で待機せよ、と指示。 サユリさんも、大喜び。    しかし、鍵がやっぱり見つからないらしい……・、

   稲が、「やっぱし駄目だ」 の通知をしに、ぼくの所に上がってくる途中、自宅から「みつかった！！」 の連絡を受け

   る。  「やったぁー、ついとお、ついとお」 と大喜び。 本当に恵まれたグループだとつくづく思う。

   本郷は、目と鼻の先、早速まっちゃんが、稲連れて本郷に向かう。 もう不安はない。ぼくは、サユリさん・一男さん

   に連絡をとる。サユリさんは、調布ICの近くなので、自宅まで行くことを伝え、一男さんは、中止通知により既に

一杯飲んで、パッキングも解き、腰が重くなり不参加となった。

（参加者）

   M：松田、羽佐田、平野、稲葉、大嶋、畠田、F：中村、谷野、大泉、山本   合計１０名 

（行程記録）

２１時００分：青山出発、青年部～畠田車、幼年部～松田車でうれしさ満杯で出発。途中、調布でサユリさんをピック 

   アップ。幼年部は、腹が減ったとダダをこねだし、サユリさん宅の前のハンバーガー屋によることにした。青年部は、

   そんな欧米の物、食えるかぁ、と談合坂PAを目指し、中央HWに向け先発した。 談合坂で、幼年部と合流し、一路

   蓼科を目指した。談合坂を出たのは、１１時近かった。

   途中、くみさんが、泡・泡と言うもんで、酒有りコンビニに寄り調達。ヤヤは、花火を買う（火遊びの好きな女だ）。

   天候のことなど考えもせず購入するところが、ヤヤらしくてよいのだ。

1時００分： 夜もふけ、こんなところに本当に小屋があるんかいな、と思うところを通り、ついに到着。

   りっぱな山荘だ。でも確かに別荘地ではなく山の中だ。これを別荘とよぶとむしろ失礼で、俗ではない雰囲気を持つ

   マウンテン ロッジと呼ぶに相応しい。 安堵感がいっきに広がり、稲と賢は、ガスだの水道だの電気だの、インフ

   ラのセットアップをする。それから、恒例の泡飲みながらミーティングに入るが、なんといっても明日の予定を決め

   なくてはいけない。自然スポーツ愛好会は、ちゃらい会ではないのだ。いろいろとコースを検討する（が真剣に悩む

   のは、ぼくと稲とユーちゃんとクミさん）、問題はロッジに戻るか、それとも山小屋に泊まるか、が論点となるが、

   議論が朝まで続き睡眠時間がないことや、天候、リュックの再パック等に時間がかかり、ロッジの撤収もおろそかに

   できない等考えて、蓼科山（２５３０ｍ）をやっつけることにした。そして、下山後は、みんなで買出しに行き、温

   泉浸かって夜はゆっくりする計画にした。行動計画も決まりほっとして、酒もすすみ、ぼくとクミさんは、「 ♪ いつ

   かぁ、あーる日、やーまーで死んだらぁ、古いやーまーの友よ伝えてぇ、くーれー、 母親には、やーすらかだったと

   ぉ、男らーしく死んだと父親にぃはー♪♪、」 と 歌うのであった。 そうそうこの歌も出た「穂高よ、さらば、また

   来る日まで。まぶたにうつーる、ジャンダルム ♪」  さらばどころか、また今回も拒否されてしまったのだが…

   なんと、目の前に穂高はあった！！！    稲が、上着をぱっと脱いだ瞬間、彼の胸には、穂高連峰があった！

   穂高のＴシャツを着ていた。  なんというギャグのセンスと心意気。 こんな楽しいことが頻発する我がクラブである。

4時００分：予定も決まり、安心して寝床につく（なお、メッチェンは、もともと野営予定なので、気合入れてロフトで

   シュラフで寝るのであった。 野郎は、といへば座敷でふとんをしっかり敷いて幸せそうな顔で寝るのであった。

   全く奇妙な連中だ）。

８時００分：起床。各人用意した朝食を食べ、しっかりパッキングし、いざ出発。ちなみに、賢ちゃんは、新規購入の

   巨大リュック（コニーのといい勝負）が自慢なので、日帰りとなると中に詰めるものがなく、すかすかな状態となる

   はずだが、まくらでも詰めたのか意外と形が整い、重さもそこそこになった。みんな（まっちゃんを除く）かっこい

   い雨具を着用する。 Qさんも（ぼくとさゆりさんも新調だが）、これ以上高価な雨具はないといった感じのノース

   フェイスのものを着用。ぼくも今までのゴムテックスとは別れを告げ、ゴアと同機能の低価格モデルがミズノから出

   たので、それを買った（だから、内心今回の山行は雨が降って欲しかった）。

9時２０分：ロッジ出発（２０分予定遅れ）、登山口までは、クルマで行く。

   ここで、昨夜練りに練ったコース概要をまず記載しておく。

   大河原峠 → 1.20将軍平 → 30蓼科山頂 → 20将軍平 → 50天祥寺原 （ここで、亀甲池・双子池経由（1.30分多

   く掛かる）とするか、大河原峠に直接戻るかを時間を見て決定することにした）→ 40大河原峠。池なしは、歩行時

    間3.50なので、もう少し歩こうと亀甲・双子両池を経由する予定（5.20）に取り敢えずした。

９時４０分：大河原峠到着、各人出発の準備をするが、マサ子さん不調の面持ち。

１０時００分：大河原峠出発、初めての雨山行だ、登山道は早くも小川となっている。 ３分ほど歩いたところで、マサ 

   子さん、まさかの敗退宣言。 どーも昨夜の飲み過ぎ二日酔い（ウィスキーをかなり飲んでいたのが目撃されている）

   が効いたらしい。 クルマで、ゆっくり休息をとることにした（クルマに戻るコースでよかった）。幸い大河原峠には、

   小屋もあり安心だ。

   雨は、さほどではなく、また樹林帯のためあまり気になるほどではない。 ただ、登山道は、完全に川となっている為

   うまいステップ運びが必要だ、 が まっちゃんは登山靴みたいな靴なので、抜群の透水性のため、はやくも中までベ

   チョベチョ。  ここで装備にちゃんと金かけているかどうかの差がでる。他の連中は全く問題なし。

  「ぼくも、マサ子さんと一緒に休んどけばよかった」 とぼやく。

   靴だけではない！  本人雨具と称するズボンも、ふくらはぎ辺りが裂けてきている。

   初参加、初登山のサユリさんは、体力的には全く問題ない。足取りもしっかりしており、さすがに現役バトミントン

   プレーヤーで元バレーボールの選手であった様子が伺える。 新規購入の靴と雨具も全く問題ないようだ。

１１時４５分：将軍平に到着。 小屋前でちょっと休憩する。やはり、足場が悪かった為、２０分ほど余計に時間が掛か

  っている。 小休止のあと、山頂向けて登行開始。いよいよここから、岩場となり、傾斜もきつくなる。傘は、使えな

  いので、雨具のフードを被る。山頂小屋に到着するが、そのまま先にピークを踏むことにした。

１２時３０分：蓼科山山頂着。 視界は全くゼロ。風がないため、切れ間もでないが、天候よければ、素晴らしい景色

   らしい。山登りというのはありがたいもので、景色がない時は、ハードな山行を強いられていたことが多く、その分

   達成感とやりがいを与えてくれるものだ。そして、小屋に着く安堵感も当然大きい。どんな状況でも感動を与えて

   くれるものだと思う。 ここで、部門別（青年部・幼年部）に記念写真を収める。

   小屋へ下りながらクミさんと、これは、ショウジョウバカマ？ いやイワカガミ？ と植物の話をしていたら、

   賢ちゃんが、「岩の種類ですか？」 ととぼけたことをいう。クミさん、足の力が抜ける。まあ、確かに岩の間に咲い

   た植物だけどね・・。岩の種類なら、なんとかイワとか後にイワがつくと思うよ賢ちゃん！

１２時４５分：山頂小屋に到着。 先ほどこの前に高齢者の団体がいたが、すれ違いで下山した様子で、小屋は空いて

   いてよかった。休憩300円、なんか食べ物等頼めば無料、ということで各人泡やら汁粉などを注文。

   小さな小屋だが、なかなか素朴でよい。ここで、昼食をとる。この安堵感は、つらいことをした者に与えられる幸せ

   なのだ。 賢ちゃんとヤヤは、ラーメンを作るが、小屋でガス使用はこれまた有料（500円）なので、外で作ることに

   した。   雨の中、地べたでガスを炊く２人を見ていると、青春を正しく生きていく姿を感じ、金銭の大切さを知る、
   若者本来の姿を見るのであった……、       が やっぱり侘びしい。 ぼくは、たまりかねてツエルトを持っていって

   やったが、ぼくも泡を楽しみ青年部と談笑するのに時間をとられ、早く気が付いてやればよかったと思うのであった。

１３時５０分：下山開始。岩場を慎重に下り、将軍平の小屋前につく。ここで一本立てて（休憩することをこう呼ぶ。

   もともとの意味は、ボッカが杖を突いたまま立って休憩するのでこの名が付いたらしいが、休憩時にたばこを吸うの

   でこういう呼び方になったとも言われる）、天祥寺原方面のルートに入る。

   このルートも完全に沢になっており川の源流のようだ。     時折、本当にここは登山道なのか、と疑いたくなる。

   本当の沢に入り込まないように、 木々にぶら下がっている布切れの目印を確認しながら行く。中には、滝になってい

   るところもある。 こういう状況を喜ぶのが、賢ちゃん！！！！  すげーすげーと興奮する様は、まさに幼年部員。 

   ところで、まっちゃん？  透水性１００％の靴を履いているので、こうなると恐いもんなし。 ぼくらは、水に浸から

   ない様に、石の上や縁を見つけて歩くが（足首から水を入れない限り、靴のボディーから入ることはないので）、彼は

   水を入れないという行為をとうに諦めているので、その必要性がまったくなく、1人でぽんぽこ行ってしまった。

   天祥寺原直前では、笹薮全体が尾瀬のようになり、登山道は完全に池糖と化し、足元に岩魚が泳いでいるのではない

   か、と思われるほど深く奇麗な淵まで形成されているのだ。  「おほほーっ、何じゃこれ」 と賢ちゃんは、自然の脅

   威を喜ぶのだった。（天真爛漫・天衣無縫なる純朴さ）

１５時４０分：天祥寺原に到着。 視界が開け、美しい場所だ。過酷なコースから解放されちょっと安堵の気持ちなのだ

   が、ぼくは、まっちゃんが心配だった。分岐点にも拘わらず、やけくそでよく確認もせず、変な方向に行ってないか

   心配だった。本来ここで、亀甲池・双子池方面経由にするか検討するのだが、この時間ではとても無理であった。

   ちょっと休憩して、大河原峠方面に足を運ぶ。 そうするとまっちゃんの足跡らしきものがあったので安心した（さす

   がに、裸足で歩いてはいなかった）。ここから、大河原峠までは、実に快適な、視界の開けた、高低差もないよいコー

   スだ。晴れていれば、どんなにいいだろうかと感じる。まさにトレッキングといった感じで、テント担いで歩きたく

   なるようなコースだ。

   足場は相変わらず悪いものの、視界が開けているので安心感があり、時間も遅くなったので、「 おーい、少し飛ば

   すぞーっ」と言ったのだが、ヤヤは、後続で水溜りにはまり足を捻ったらしく、ぼくのことを「この、鬼め」と

   思ったらしい。  先行は、ぼくと賢ちゃんとサユリさんだった。

１６時４０分：大河原峠に無事帰りついた。 みんなで抱き合って泣いた！！！       これはうそだが・・。

   手のひらをお互いあわせて「やったぁー」と安堵と歓喜の声があがり、お互い労を称えあうのであった。 クルマから、

   まっちゃんとマサ子さんが駆けつけて、全員揃った。  まっちゃんは、１６時頃に到着したらしい。  マサ子さんが

   気がかりで急いだのか、やけくそで急いだのか知らないが、まあ、前者の方だとしておこう。（なんかマサ子さんにコ

   ーヒーを奢ってもらったらしいので、マサのことが心配で、などとうそぶいたのかも知れない）

   マサ子さんは、すっかり気分もよくなり、ぐっすり寝たらしい。暇なので、まっちゃん車にあった日経新聞を読み

   まくっていたとのこと。さぞつまらなかったろう。ぼくらの気持ちを感じてもらってよかった。

   昼は、山で食べるはずのラーメンを１人で作って食べたとのこと。

１７時００分：クルマでロッジに向けて出発。 一度ロッジに寄り、着替えを取って、すぐに白樺湖のコンビニまで下り

   まずは買い物をして、温泉に浸かり、楽しい夜を過ごすことにした。

   みんなが、着替えを取りに行っている間、ぼくは蕗（フキ）を摘んだ。蕗は大好物で、茎だけでなく葉っぱもぼくは、

   佃煮にして食べる。そうこうしている間に揃ったのでイザ買出しだ。  コンビニでは、幼年部にメニューはまかせ、

   Ｑさん、クミさん、ゆうちゃん、ぼくの青年部は、風呂上がりまで待てず、クルマの中でこっそり泡を飲むのだった。

   買出し後、すごそこにある温泉に行き、今日はたっぷり時間をとり、ゆっくりと風呂に入る。

   全身が溶けるようだ、身体がほぐれていくのが感じられる。まるでこの瞬間を味あわんがために、数時間も山の中を

   歩いてきたような思いにもなる。 山は、「雨でも楽しい、晴れれば２倍楽しい、温泉あれば３倍楽しい」全くの

   事実なり、そして雨の中を歩くことにより温泉の価値は、４倍にも５倍にもなる。

   ゆっくり風呂に入った後、広間でちょっとくつろぎ（まっちゃん・さゆりさん・ヤヤは、妙な娘達が出演するこれほ
   どレベルの低い番組があろうかと思われるようなものを楽しんでいた）、ロッジに向けて出発。

２０時００分：夕食開始、幼年部の娘さんたちが、キッチンに立ちパスタを茹でたり、食事の準備をしてくれる。

   残りのものは、ちびちび食前酒をいただく。マサ子さんが、山に行けなかった分、調理で頑張り、とてもおいしい
   オムレツを作ってくれた。これだけ買えば大丈夫だろうと思った食料も、あっという間にたいらげてしまい、どさく

   さの中食事は終わった。  メッチェン達は十分食べれなかったのではないか、と気になった。

   食事も終わり、楽しい雑談が始まる。 さゆりさんが、トイレに行ったその時、みんな一斉にロフトに上がり、リビン

   グを消灯し、ぼくはドアの影に隠れた。（抜群にのりのいい山仲間なのだ。 何歳までこういうことをやるのだろう

   と自問したが…・   Ｑさんも、クミさんも即同調、きっと藤さんがいてもパッと同じ反応したであろうから、まだ

   十何年くらいはいけるな、と思った…）

   さゆりさん、半ばパニックになり、ぼくがドアの影から、うわあー、と 飛び出すのであった。

   また、みんなもとの場所に戻り、談笑が続くが、今度は、幽霊の話となった。

   真っ暗に消灯しロウソクを立て恐怖を楽しむのである。ぼくの実話を披露し、恐怖に落しいれるのであった。 ヤヤは、

   あまりの恐怖に、「ジミーっ、やめて、お願い！  もうやめて」と 耳を抑えて訴えるのあった。 こういう話をしてい

   ると、必ず霊が来るんだ。 電気製品が、急に使えなくなることもある。ぼくが、「賢ちゃん、ちょっと部屋のスイッ

   チ入れてみい」 と頼み、賢ちゃんが、壁のスイッチを入れたところ「うそやろ！ つかない！」 …カチカチ  駄目。

   みんな、「 えーっ！！！」…・もうヤヤは完全にまいっている。耳に手を当てて、顔を膝のうえに埋め、泣き出した。

   そして、パッ と部屋が明るくなった。 （しかし、賢ちゃんは、どうして４個並んだスイッチの一つがつかないこと

   を知っていたのだろう。あるいは本当にまぐれだったのか？  事前に申しあわせていたわけでもないのにぃ 霊感？）

   電気がついたら、マサ子さんもこわばった表情で、さゆりさんも目が潤み、ああーー、「ぼくの話は、そんなに感動的

   だったのかぁ 」と思った。 賢ちゃんは、一服したいのだが、１人で外に行けず、稲を誘う。  「 よし行こう」 と

   稲が賢ちゃんと出ようとしたその瞬間、稲は、ドアをばしゃんと締め、賢ちゃんをロックアウト！！  もうこれには、

   大笑い。    つくづくノリがいい連中が集まったもんだ。  

   気持ちを切り替えて、花火をみんなで楽しんだ（ヤヤの花火が気持ちの転換に役立った）。   そして、部屋に入り、

   ぼくとゆーちゃん、稲、ヤヤ、さゆりさんは、いつものイチゲタをやった。他の連中は、酒飲みながら、いろいろと

   話に花を咲かせていた。そして、またリビングに一同集まり、「山とは何だ」  などと哲学的な議論をし、賢ちゃんが、

   これまたいつになく饒舌になり、「歩いているとき、いろいろなことを考える（どうせ、晩飯のことくらいしか考えて

   ないくせに・・）、それがよい。」 と・・ そして稲、「無心になるときもあり、それもよい」う～ん、確かに２人の言

   う通りだなあ、そしてまた稲、「ぼくは写真を撮らない、その時その時の思いを、その瞬間力いっぱい味わうのだ、山

   は恒に新鮮な感動を与えてくれる」 などと分かるような分からないようなことをいう。

   それぞれ山への想いが出来てくるのだろう。 クミさんは、暖かいまなざしで、この若者達をニコニコしながら見つ

   めるのであった。

２時００分：  酒も気分よく回り（さすがに、マサ子さんは今夜は口にしなかった）、夜のしじまとともに、まぶたも重

   くなり、健康であることの幸せをつくづく感じながら床につくのであった。

８時３０分：今朝は、起床時間なし。 各人好きな時に起きて、コーヒー飲んだり、のんびり過ごす。高原の朝は気持ち

   いい。かっこうの鳴き声がすがすがしさを一層引き立てる。 ぼくは、さゆりさんが、蕗とりに行きたいというので

   付き合ってやった。支店の食堂のおばさんにプレゼントするらしい。心のこもった、いいみやげになるだろう。

   朝は、みんなでゆっくり朝食を楽しんだ。 メッチェンが、ハムエッグを作ってくれた。（テレビがついていたが

   せっかく鳥の声がするし、少しでも非日常を楽しみ、森の朝の静けさを満喫したいものだと個人的にはちょっと思っ

   た。人の笑いや生の声は自然に溶け込むが、テレビの音（特に宣伝）は自然には馴染まず、会話も止まる。 音楽なら、

   山の朝は、バロックのさわやかな物がよいが、あまりこだわり過ぎるのはよくない。 変人扱いされるのがおちだ）

   ということで、森のロッジでのすがすがしい朝を、時間に追われることなく過ごし、ほんのちょっと底に溜まった

   ウイスキーでアイリッシュコーヒーを飲み、ゆったりとするのであった。

１１時００分：快適で山ムードのある「ＬＯＧ ＲＹＵ → Logはログハウスのログ、Ryuは中国語で六（所有６名の意

   味の由）」を奇麗に清掃し、楽しかった森のロッジを後にした。  

（トピックス）

 ・賢ちゃんは、海軍の映画をみた影響を強く受けて、丸刈りにしていた。本人は、海軍兵のつもりか知らないが

 中東のテロリスト度が高く、どちらかというと服役中の岡本公三みたいだった。

· マサ子さんの革の登山靴、手入れバッチリ、クリームてかてか、オイルたっぷりで臨むも、本人アルコールたっぷり
  の為、歩き出し３分で登山断念。会発足初めての落伍者となる。それにしても、戻るコース設定でよかった。

· ヤヤの新しいナイフ（極普通のVictorinoxのものだが）は役に立った。今後、まっちゃんのクルマ同様、本人よりもナイフが役に立つ、と言われるに違いない。

· まっちゃんの登山靴（みたいなくつ）は、メッシュの靴並みの透水性を誇る。

· Qさん、しきりにまっちゃんの丈夫な足を見て「いい足してる、いい足してる」 と誉めた。ぼくは、となりに坐っ

  たサユリさんのソックスの厚みをチェックした際、「いい足してる」 といったら怒られた！

· ゆーちゃんの名言 「 百、山登って、自分の百名山では意味がない」    ごもっとも！！  いいこと言う。

· Qさんの新調ゴア雨具は、抜群だった。でも、同機能を誇り格安な新製品のミズノのぼくとさゆりさんの雨具もすばらしく、ぼくは半ズボンの上に直接履いて歩いたが、中が湿ってつっぱった感じはなかった（今までゴムテックスだったので違いははっきり分かり、科学の力を感じた。 ただし、ゴア素材系はやはりちょっとかさ張るなあ）。 

· 稲の穂高Tシャツは大うけ。 が、あいつ登ったことがないのにどうして持っているのだろう。きっと上高地の、

みやげ物屋で買ったのだろう。  それを思うとかわいそうになった。必ず登らせたいと思うのであった。

· 賢ちゃん、いつになく饒舌だった。

· 今回の山行で、装備の大切さを知ったまっちゃんだったが、反面独自路線をいって欲しいとも思った（しかし、体力・安全・快適性に係ることなので、こんな考えはよそう）

· サユリさんの入会のおかげで、我がクラブも初めての雨山行を経験できた。サユリさんよ、ありがとう！？！？

· クミさんは、ぼくと、山の歌を唄ったせいか、お酒飲んでも穏やかだった。

（山の豆知識）

· 登山道が沢になっている場合、スパッツが役に立った。 登山靴だと表面から水が浸透することはないが、やはり、どぼんと浸かれば足首から当然浸入するが、スパッツあるとこれが防げる。 サユリさんは、このお陰で浸かっても浸水を防げた。 また、スパッツは雨具着用の場合は、外でなく中につけること。

· 陵線地帯の縦走や岩陵地帯でないかぎり、一番快適なのは、まっちゃんが着ているポンチョ。リュックの上から被るため、空間ができ、発汗による蒸れがない。樹林帯の登行では、これとロングスパッツの組み合わせが快適。

    （ただし、袖に空間が多く、腕は濡れやすいので特に夏向き）ただし、陵線にでると、雨合羽のズボンもいるので、

    結局、雨合羽上下が、汎用性が高いということになり、特に透湿性の高い素材のものだと、ジャケット代わりにもな

    るので万能だが、近場の夏の登山ではポンチョもよい。それと、みなさん、持参していたが、つばのある帽子は、合

    羽フード着用時には必須（これないと、フードが顔に被さり視界が狭く、不快）。

· とにかく、雨の山歩きは、靴の中に水を入れないこと。注意と万全の対策をとること。今回のように翌日の歩行がなければよいが、翌日歩行があると豆が出来る可能性が極めて高い。身体はずぶぬれでも着替えればよいが、靴は乾かない。翌日も歩行がある場合は、特に注意しよう。

（総括）

    中止からコース変更、迅速な連絡と対応、いやいや今回は、青山出発までほんの１時間くらいだったが、ドラマが

    あり、みんなの心意気が伝わった。 そして、朝４時まで、コース選定の話をし、歩くことへのこだわりを捨てない
   （観光にしようとか、のんびりしよう等という意見は皆無だった）のは、さすがに自然スポーツ愛好会のメンバーら

    しく、単なる旅のクラブではないことの誇りとポリシーを感じるのであった。

    そのなかでも、実はマサ子さんは、前週アメリカ旅行で日曜に帰国、そして金曜からこの山行参加。朝４時に寝ての

    行程となり、それに二日酔いに追い討ちを掛けられてしまったが（敗因は、二日酔いだけではないことを名誉のため

    付記したい）、この山行に参加するという心意気は十分で熱意があった。  （早い就寝を促せばよかった、と反省）。

    また、雨山行となったのも、意味のあることだったと思う。装備の必要性、自然の脅威、帰着点での達成感と安堵感。

    そして、新メンバーで、しかも山は初めてのサユリさんにとっては、厳しい条件（ほぼ徹夜、雨、酒、こわい話・・）

    の山行だったが、よく頑張った（というより、相当タフでっせ、この人）。

    最後に、差入れをいただいた不参加の皆さん、どうもありがとうございました。そして、稲ちゃん、ロッジ提供

    ありがとう。

                                                                                 おしまい

